
物質工学科の教育課程の体系性と科目系統図（平成21年度以降入学者）

達成 しようとしている

基本的な成果

授業科 目名

（物は物質コース、生は生物コース、必 は必修科 目、選 は選択科 目、数字 は単位数、※は学修 単位）

第 1学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年

（A ）

自らの意思を的確に表

現し行動できる能力、
知識を整理 し構造総合

化できる能力，技術者

倫理等、人間としての

素養を年齢の発達段階

に応 じて修得する。

i 国語 IA （必2） i
、 国語Ⅲ（必2）

政治経済（必1） i

人類真一買必2）

国語Ⅲ（必2）

人類史Ⅱ（必2）

日本語表現（必2） i

i 科学技術社会史（選1）i

社会と文化（選1）

スポーツ教育 I （必1）

技術者繍理（必1） i

スポーツ教書Ⅱ（必1）

i 国語 I B （必2） i

i 現代社会（必2）

l i 科 学技捕吏（必 1）

i 保健体育 I （必 2）　芸術 I（必 1） 保健体罵 郎 必2 ）

芸術 Ⅱ（必 1） i

保健鰊書Ⅲ（必 2）

（B ）

工学基礎 と しての 自然

科 学系科 目を深 く理解

す る。

i 基礎数学 I （必 4） i 基礎数学Ⅲ（必 2 ） 基礎解析（必 2）
i 応用解析Ⅲ（選 1※） i

i 基礎数学Ⅲ（必 2） i 微分積鉛筆 珪必4 ）

i 物理 I（必 3）

微分積分学Ⅲ（必3 ）

物理亜（必 1） i

∴∴∴∴用鱗析 Ⅱ（必至※）∴
露撥 ，（＿i＼

∴∴ ∴∴：1 （必 2†∴、

醸 養嬢 衰亨 I簸 雄 i

i 応用物質工学（選 1※）！

（C ）

世 界の多様 な国 ・地域

の歴 史 ・伝 統 ・文化 を

理 解す る能 力、互 いの

意 思の疎通 がで きる実

践的な英語 能力 を修 得

する。

i　 実話 王（必4 ） 襲藷 Ⅲ〈必鴻 英語Ⅲ〈必 2） 総合英語 I （必 2）

l ドイツ語（必 2） l

総合英語Ⅱ（必2） i

i 英文法 l （必 2） 英文法 Ⅲ（必2 ） 英語L L演習（必 1）

蒜藷套話（必1 ）

「一一一工嶽英藷 恵 †子‾一一一；　　訂

（D ）

実践 的かつ 専門的な知

識 と技 術の基礎 とな る

専 門基 礎学 力を修得す

る。

i

緩擬離／＼欝 翻 綴繊 鰯蘭 ＼醒／／欝 轡 総掬

瀕 灘 擬 態 撥 饗 翻

：∴ 分節化淑 ∴∴到：∴ ∴∴ ∴∴：∴濃エ∴．∴

：固体時羊（物必 1：※）：

i　 化学 I （必 3） i

1

澄 灘 擬 製繋熊緩懸翻

藤 懸 藤 懸 灘 鰯 鯛

i 生物基礎 （選 1）

灘 鰯 撥 懸 駿 撥 撥

謙鰯 薄擬態鶉綴綴繋態

∴∴

怒

〕∴
：∴ 有機化牽く必 a ∴∴ I

関 綴 鰯 蟻 鶏 覿 醸 撥

∵∴　 ∴：∴時 ．∴「：∴∴∴∴

i∴∴∴「櫨工∴∴ ：∴∴∴

i
騒 撥綴 撥襲懸 撥 醸 翻

「 ‾‾高 高士撃て函 ‾「 ‾‾‾1

縫懸綴 ／畿繕

十∴∴∴∴∴　　　　　　　　 ∴1 ∴一　　　　 一∴ll一
∴∴∴∴∴　　　　　　 ∴∴

∴ 化学工学（必 2※）∴言
∴∴ 「∴十干．；∴＋∴∴∴

澄 懸 擬 態 欒 欝緩

ミ

翻

言∴バー、∴∴∴
∴　 ．－．∴．∴∴l鎚 ÷∴∴∴．∴
品質管理（選 1）

室鰍 必 2） ∴∴ 生物化学（必劉：∴ 綴 擬 態鰯 藤 懸 欝 綬

i 食品化学（選 1※） i

i 医薬品工学（選 1）

上 帝正 三うえ彊 訂「

（E ）

教養教育による工学基礎

および専門基礎を土台と

し、現象 ・動作を具体的

に理解できる実践的な能
力を修得する。

醸 穫撥 縫 繚綴鰯 撥翻

∴∴ふ∴　∴ 「無塵化学 ∴∴∴∴∴か ∴

校外実習A （選 1）

「一一一一校赤莫曹武連詩

鰹 ／－※ ∴…∴∴∴ ∵∴∴　 ：＼∴∴一2∴∴ 「∴∴ ∴∴∴∵÷∴　料 ∴ふ十
し∴∴∴．∴∴　 ∴「∴∴態 讃 繭 讃 蟻 強 蘭

（F ）

問題 ・課題 の解 決のた

めの方 法 ・手段を模索

し、実行でき る能力 を

身につけ る。

i



物質工学科の教育課程の体系性と科目系統図（平成26年度以降入学者）

達成しようとしている

基本的な成果

授業科 目名

（物は物質コース、生は生物コース、必は必修科 目、選 は選択科 目、数字は単位数、※は学修 単位）

第 1学年 第 2 学年 第3 学年 第 4 学年 第 5 学年

（A ）

自らの意思を的確に表

現し行動できる能力、

知識を整理 し構造総合

化できる能力，技術者
倫理等、人間としての

素養を年齢の発達段階

に応じて修得する。

i 国語 IA （必2 ） i
国語Ⅲ（必2）

人類史Ⅱ（必2）

日本語表現（必2） i

i 科学技術社会史（選1）i 技術者倫理（必1） ）

スポーツ教育Ⅱ（必1）i

i　 国語Ⅱ（必2）
i 国語 I B（必2 ） i

政治経済（必1） i

人類更埴必2）

i 現代社会（必2）

i i ‘膳　　 史 ‘ 「‾‾‾‾在奈を支稿 題千十一一1

スポーツ教育 重（必 1）i 保健体育 I（必2）

i 芸術 I （必 1）

燥健体育遍く必 2）

芸術 Ⅱ（必 1） i

， 料学技術 （必 1）

燥健体育Ⅲ（必2）

（B ）

工学基礎 として の 自然

科学系科 目を深 く理 解

す る。

i 基礎数学 I（必 4） i 基礎数学Ⅲ（必 2） 基礎解析（必 2）
「誌高 麗析 面遼 丁嘉†「

基礎数学 虹（必2） i 微分積分学 I （必4）

i 物理 重く必 3）

微分積分学Ⅱ（必3）

物理 Ⅲ（必 1）

∴応用物理：1日∴言∴∴：劃：∴

i

i

築顕 綴 撥 類鱒熊縫羅

騰 藤 懸 灘 繊 撥 終 滋

．∴同 鎚∴十：－

l教養ゼミナール（必 1日

i 応用物質工学（選 1※）

（C ）

世 界の多様 な国 ・地域

の歴 史 ・伝統 ・文化 を

i　 英語 I（必4 ） 実話Ⅱ（必 4） 英語Ⅲ（必2 ） 総合英語 I （必 2） ノ　 総合英語 Ⅱ（必2） i

i 英文法 重く必2 ） 1　 英語Ⅳ（必 1） ）／英文法虻 （必 2） 英語 L L演習（必 1） ′「 上級英語（選 1）

理解 す る能力 、互い の

意 思の疎通 がで きる実

践 的な英語能 力 を修得

す る。

英語会話（必 1）
　 ／

…－ 英語Ⅴ（必 1） r

i 中国語（選 1） i

i諒 鵠熊襲欝駿 識 語

（D ）

実践 的かつ専門的 な知

識 と技 術の基礎 とな る

専 門基礎 学力 を修得 す

る。

i

∴∴分析化学（必 2）∴∴－ 醸灘 灘撥 態箋態 滋灘 ‡

瀬 撥 灘 繕 畿 灘 畿 淵

縞 磯 鶏 鰹 簸 錦 織 ii

鴻 醸轢 緩 熊 醸 織 鱗 ii

鱗 撥 轢 蟻 酸 麟 翻

i
i：裏分子掘 工学中心2勘 i

r‾一一一一高麗i 暫 漕 丁うー‾‾‾‾‾1

線 熟 灘 鰯懸 鋳 鋼

∴1

一潔※麓鋪 ‾鱒綴醜態 11線

i　 誉熱（、鰯／）

i　 化学 I （必 3 ） i

「∴ 有職化学（必密：∴ 1

，羅轡駿擬 製饗懸※／ 「国体化学：噂 庖 丁※：十

「－一軍 訝墓顧 遼 †十一‾‾‾－

灘 鰯 綴 瞬 麟 熊 灘

瀬 ＼（o＼さくi／／＼’宍 （＼鷲鰯駁漆／／＼
鱗 、、蕪灘

　 手緩／

∴基礎抽理性牽く必∴∴∴∴

生物（必 2）

－　 ∴∴∴∵∴率：

鰯 鰯 嬢 蘭 鱒 懸 緩

∴1

：∴ ヒ率「∴：卓（必 2※）：
鰭 鶉懇議繋鸞繊 撥 翻

∴∴∴手⊥∴∴．叫 ．．：

∴∴ 生物化学∴心 2）∴∴

鷺 畷 ＿、畷 磐）

繚 醸 繚 嬢 繚 機 嫌

澄 ／‾絨 ＼＼／リ‾畿幽愁 ＼し

i

竃

轟 灘 縛 灘 灘 駿 潮

品質管理（選 1）

醸薮 鶏強緩 繕 鍛 練 、i

∴．∴（ 熊纏 轢撥 麟熊 撥 灘 諒 閥 繕 鶉 瞬 縛 縫 穣 鞠

「 奮高花車 †逗 了嘉子‾‾‾l

「 医 薬高士季題 百一一一一；

「；萌 正 三ラ美 徳 T T 「

（E ）

教養教育による工学基礎

および専門基礎を土台と

し、現象 ・動作を具体的

に理解できる実践的な能
力を修得する。

醸 緩※駿撥 薫撥 撥 溺 i 校外実習A（選 1）

碧

さ

う

i 校外実習 B（選 2）

顛 鰯螺 懸 綴懲 総
臨蟻離籍鶏轢遊猟鱈＼

S S　　 〇　　　　　 ・i人　　　　　 音 i藤 懸 繚 麗 議 緩 議

（∴∴

（F ）

問題 ・課題 の解決 のた

めの方法 ・手段 を模 索

し、実行 でき る能力 を

身 につ ける。

醒 華 ノ緩 蘭 駿 撥 駁 調
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